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プレイ人数:
2-6人
コンポーネント：

・ゲームボード


・６　灯台

・ルールブック


・６　船

・ブイ

セットアップ：
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灯台のあかりは、図１のように、必ずヘックスに従った方向を指さなければならない。

図１
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船をスタートラインに沿って置く。スタートプレイヤーを決めた後、灯台とブイを置く。

一番最初に移動するプレイヤーは、セットアップに参加できない。

図２は２人プレイによる初期配置例です。

図２

ゲームの目的：

ブイのまわりを回って、スタート地点に戻ったプレイヤーが勝ちになる。

プレイの仕方：

プレイヤーは移動に９ポイント消費できる。

このポイントを使用して、２つの灯台のあかりが交差するフリーな場所に到達しなければならず、この移動は、一直線でなければならない。（移動を完了した地点が、灯台の灯りの好転であれば良い。また、移動開始から移動終了までが一直線である事）
もし、２つの灯台のあかりの交点を見つけるのが難しいなら、エンピツか何か似たようなもので、あかりを延長させると良いでしょう。

次の行動が可能です。

１．灯台の向きを変える。６０°回転で１ｐです。

２．灯台を隣接するフリーな場所に移動させる。１移動毎、２ｐかかる。移動させた時のあかりの方向は変更できない

３．船を直線に沿って進める。各移動毎１ｐです。

各プレイヤーが移動を終えてもまだ、ポイントが残っている場合は、灯台の移動や回転に使用できる。

これは、今移動に使用した灯台にも当てはまるので、灯台の移動や回転は次のプレイヤーにとって有利で無い場合が多いでしょう。

もし２つの灯台のあかりが同一の列に存在する場合は、１本のあかりとして扱う（同じ列の灯台は、フォームを構成しているとは見なされない）。
灯台やブイは飛び越えることはできない。ほかの船は飛び越えても良いが、移動終了地点は、他の船がいてはならない。
灯台のあかりは、ブイや船は貫通するが、灯台はそこで遮られる。

灯台が置かれる時は、明かりを表す木製の棒が接触しないように置くこと。

もしプレイヤーが通常の９ｐ移動ができない、もしくは行いたくない場合は、好きな方向に１マス船を進めるだけになる。但し、その場合は灯台を移動・回転させることはできない。

Variations:

マリタイムは、４～６人でのチーム戦もプレイできる（イラスト参照：１・２・３で１チームを結成、４・５・６が敵になる）。

全ての船をスタートラインに配置した後、最初のチームが灯台とブイを配備する。２番目のチームが順番に移動を行う。

あとは２人用ルールに準じます（チームメンバーは当然、プレイヤー間で戦略を練っても構いません）。

最初にゴールラインに到達したプレイヤーが勝ちになりますが、１つだけ条件がある。

→残りの船は、少なくとも、ブイを旋回している必要があります。

そのために、落伍者を灯台を使ってブロックするのは有効な戦略です。

同一ターンにゴールに到達したときは、ポイントを多く残している方が勝ちとする。
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